
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リクライニング機構と、
　該リクライニング機構に移動自在に装着された背部と
　
　
　前記リクライニング機構は 前記背部を力の作用下で選択可能な限度まで傾斜させるこ
とができ、
　 前記リクライニング機構に移動自在に装着されかつ前記背部に動作連結さ
れていて前記背部が傾斜するに従って前方に移動
　 前記選択可能限度を調節自在に制御 通路およびストッパを
含み、前記通路および前記ストッパのうち少なくとも一方は前記座席が前方に移動するの
に従って経路にそって前方に移動し、前記選択可能限度は前記ストッパと前記通路との係
合によって画定され、前記ストッパは前記選択可能限度が前記ストッパの移動によって調
節されるように前記通路に関して移動できる、椅子。
【請求項２】
　前記通路は、複数の横にずれた段部を含む、請求項１に記載の椅子。
【請求項３】
　前記ずれた段部は、横方向におよび縦方向に互いからずらされている、請求項２に記載
の椅子。
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、
座席と、
傾斜限度制御部とからなり、

、

前記座席は、
し、

前記傾斜限度制御部は、 し、



【請求項４】
　前記通路は前記座席によって保持され、前記ストッパは前記リクライニング機構に装着
されている、 に記載の椅子。
【請求項５】
　前記ストッパは前記リクライニング機構の通路内に滑動自在に装着されている、

に記載の椅子。
【請求項６】
　前記制御機構はレバーと、該レバーに装着されたロータと、該ロータに装着されたケー
ブルとを含み、前記ストッパは前記ケーブルに装着され、それにより前記レバーの移動が
前記ストッパの移動を生じる、 に記載の椅子。
【請求項７】
　 後方位置において前記座席に張力を作
用させるバイアス手段 該バイアス手段は前記リクライニング機構と前記座席との
間に延び 予備張力を有し、前記張力制御機構は の前記予備張力を
選択的に変えることによって前記張力を調節自在に制御する、 に記載の椅子。
【請求項８】
　前記張力制御機構は前記椅子に回転自在に装着された張力ノブを含み、前記張力ノブは
、前記張力ノブの回転が前記 の前記予備張力を変えるように、前記

に動作連結されている、 に記載の椅子。
【請求項９】
　前記張力ノブはシャフトを含み、前記レバーは、前記張力ノブがシャフトに隣接して配
置された前記レバーと共に前記シャフトのまわりに回転自在に装着される、 に記
載の椅子。
【請求項１０】
　 支柱と、 選択的に調節する高さ制御機構とからさら
になり、前記高さ制御機構は

に記載の椅子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本願は、Ｔｉｍｏｔｈｙ　Ｐ．Ｃｏｆｆｉｅｌｄ等によって２００１年１月２５日付けで
出願された米国特許出願第０９／７６９，９６７号、発明の名称「荷重支持織物取付け機
構およびそれに関連した方法」の一部継続出願である。
【０００２】
本発明は、座席に関し、さらに詳しく言えば、事務および作業椅子に関する。
【０００３】
【従来の技術】
快適性を向上しかつ改善された人間工学機能を与えるために、事務および作業椅子は、代
表的には高度の調節機能を設けられている。例えば、座席の高さ、肘掛けの位置、および
腰椎支持体の角度を調節する機構を与えることが一般的である。
【０００４】
ある事務および作業椅子に与えられる別の共通の特徴は、弾性背部リクライニングである
。弾性背部リクライニングは、占有者によって加えられる力の下で弾性的に後方に背部を
傾斜させる。例えば、弾性背部リクライニングは、占有者が椅子で後方にもたれるときに
、背部を後方に傾斜させる。代表的には、背部リクライニング機構は、後方移動に対する
所望のレベルの抵抗を与えかつ占有者が前方にもたれたときに、不履行または原位置に背
部を戻すようにバネ荷重を掛けられている。
【０００５】
１つの特別に有利な調節機構は、Ｍｅｉｌｌｅｒに特許された米国特許第４，８４２，３
３３号に示され、ここでも引用して組み入れられる。Ｍｅｉｌｌｅｒ機構は、背部の傾斜
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請求項３

請求項
４

請求項５

張力制御機構を更に備え、前記張力制御機構は、
を備え、

且つ 、前記バイアス手段
請求項６

バイアス手段 バイアス
手段 請求項７

請求項８

高さが調節自在な 前記支柱の高さを
、押しボタンを備え、前記押しボタンは、前記張力ノブに設

けられている、請求項９



が座席の前後移動を生じるように、椅子の座席および背部に動作連結している。この機構
は、占有者が椅子上で傾斜したときに占有者の視界および到達領域の変化量を著しく減じ
る。それはまた、様々な角度の傾斜を通して座席と背部間にほぼ均等な空間を与え、それ
により各傾斜移動によって占有者のシャツを「のばす」背部の傾向を減じている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
椅子の様々な要素の制御機構を操作する複雑性を減じる努力がなされつつある。従来の制
御部は、代表的には椅子を調節するために多数のノブ、レバー、その他の作動部の操作を
必要とする。多くの従来の制御部の複雑性レベルは、所定の調節用の適当な作動部を配置
しかつ操作することが著しい問題を与えることである。さらに、多くの制御機構は、操作
をするために相当な物理的な努力を必要とする。例えば、従来の回転制御部は、運動の全
範囲にわたって要素を動かすように制御ノブの多数の全回転をしばしば必要とする。この
努力は、老人や、関節炎、手根管症候群、またはその他の類似の障害を患っている者にと
っては格別に困難なことである。類似の状況は、従来の肘掛け調節機構に関連して存在す
る。容易に操作されかつ高度の調節機能を与える信頼性のある安価な調節機構についての
要請がある。
【０００７】
従来の事務椅子の座席および背部に荷重支持織物を使用することは、増加しつつある一般
的なものでもある。荷重支持織物構造において、座席および背部に荷重支持織物の荷重支
持面は、対応する開口にわたって引き伸ばされている織物によって画定される。荷重支持
織物は、占有者を支持するばかりではなく、所望のレベルの快適さを与えるのに十分な弾
性を有している。この種の代表的な構造においては、追加のクッションまたは調整が座席
および背部の荷重支持領域において要求されない。多くの荷重支持織物の開いた織物また
はニットのために、荷重支持構造の座席および背部が代表的には透けて見える。これは、
背部または座席に固定された任意の腰椎支持体またはその他の機構が椅子の通常の使用中
に見えることを意味する。その結果、腰椎領域の輪郭を制御するさいに有効であるばかり
ではなく、審美的に快適でもある腰椎支持体を要求している。
【０００８】
さらに、従来の座席機構は、様々な特別の要請を満たすために、単独の椅子よりもむしろ
一線の椅子をしばしば与える。例えば、一線の椅子は作業椅子および役職者椅子を含む。
作業椅子は、低価格を満たす観点から、比較的小さい背部とときには限られた調節機能を
有している。役職者椅子は、高い価格の観点から設計されてもよく、代表的には大きい背
部を有し、完全に調節自在である。このことは、異なる椅子背部の個別設計および製造を
必要とし、それにより大容積に関連して製造効率を低下させる。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上述した問題は、椅子にその広範囲な調節機能を許す機構を設けられている本発明によっ
て克服される。椅子は、主に調節自在弾性背部リクライニング機構、１対の調節自在肘掛
け、モジュール上方背部部分および調節自在腰椎支持体を含む。
【００１０】
本発明の第１の考え方においては、本発明は様々な要素の椅子の単純な調節を許す制御機
構を与える。好適実施例においては、制御機構は弾性背部リクライニング機構における張
力を制御するために回転される張力ノブ、座席の高さを制御する高さ押しボタン、弾性背
部リクライニング機構の限度を制御する多位置限度レバーを含む。
【００１１】
さらに好適実施例においては、張力ノブは、その１８０度のみの回転を通じて全範囲の調
節を与える。さらに詳しく言えば、椅子は背部リクライニング機構に張力を与えるスプリ
ングを含む。張力ノブは、カムーレバー連結機構によってスプリングに動作接続される。
張力ノブの回転によってカムがレバーを回動させ、レバーはカムーレバー連結機構の動作
を通じてスプリングに予備張力を変える。張力制御機構は、過度の努力を払わずに全動き
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範囲にわたって容易に動かされる簡単で有効な制御機構を与える。
【００１２】
別の好適実施例においては、高さ押しボタンは、支柱の上方管の頂点から突き出たトグル
・スイッチを作動するウイングを稼働する。高さ押しボタンは、張力制御ノブが容易に接
近できる場所に、張力制御ノブ内で好適に装着される。その結果、高さ制御部は容易に配
置されかつ作動される。
【００１３】
別の好適実施例においては、傾斜限度制御機構は、張力制御ノブが容易に接近できる場所
に、張力制御ノブのシャフトに好ましく装着されたレバーを含む。レバーは、レバーの回
転に応答してケーブルを伸長・短縮するロータに動作接続される。ケーブルは、座席フレ
ーム、その結果、背部の移動を制限するように座席フレーム上の通路内を移動するストッ
パに接続される。傾斜限度制御機構は、簡単で効率的であり、しかも傾斜限度に対して高
度の調節機能を与える。傾斜限度機構は、様々な座席制御部が容易に配置されかつ占有者
によって操作される場所に簡単な配列で配置されるように、張力ノブおよび高さ制御部に
隣接して配置される。
【００１４】
第２の考え方においては、本発明は腰椎パッドおよび腰椎カムを含めた腰椎支持体を提供
することである。好適実施例においては、腰椎カムはシャフトにそって配置された異なる
寸法の突出部を含む。シャフトが腰椎パッドに回転自在に装着され、腰椎カムの回転によ
って腰椎領域の輪郭の調節を許す。より好適実施例においては、腰椎支持体は高さ調節自
在である。さらに詳しく言えば、腰椎パッドおよび腰椎カムは、垂直溝内に回転自在に装
着されうる。腰椎支持体は、腰椎カムの単純回転を通じて腰椎領域に対して高いレベルの
垂直および深さ調節を与える。調節機能の程度は、腰椎カムの突出部の変化によって容易
に調節される。さらに、露出された腰椎支持体は審美的に快適であり、その要素の視覚検
査を許す。
【００１５】
第３の考え方においては、本発明は、アームパッドの高さおよび角度の調節を許す肘掛け
制御機構を提供する。好適実施例においては、各肘掛けについての肘掛け調節機構は、垂
直部材に移動自在に装着された管と、アームパッドを引き上げることによって垂直部材の
管の高さが簡単に上昇されるラチェット機構とを含む。ラチェット機構は、各管が上限ま
で上昇された後にのみ各管が下降されるリセット機構を含む。肘掛け高さ制御機構は高度
の垂直調節を与え、作動子がないので、単にアームパッドの昇降によって容易に操作され
る。
【００１６】
肘掛け調節機構は、アームパッドの回動調節を許すアームパッドピボット機構を含む。ピ
ボット機構は、ラチェット機構のプランジャを支持する下方プラグと、管に固定され下方
プラグに回転自在に装着された上方プラグとを主に含む。ピボット機構は、管、したがっ
てアームパッドがプランジャを回転せずに回転されることを許す。この機構は、高度の調
節を与え、肘掛け高さ制御機構と共に容易に組み込まれる。
【００１７】
第４の考え方においては、本発明は、交換可能な背部要素の装着を通じて背部の全体形状
の変更を許すモジュール背部集合体を提供する。好適実施例においては、背部はスナップ
嵌合接続をかいして種々の上方背部を受けるようになった装着プラットフォームを画定す
る。装着プラットフォームは、背部の全形状および高さが異なる形状の上方背部要素によ
って容易に変えられうるように、背部の上限に配置されることが好ましい。モジュール上
方背部は、背部の全形状の安価な変更を許し、それにより異なる価格の観点に合致するよ
うにまったく異なる背部の設計、開発、製造の必要性を排除する。
【００１８】
【発明の実施の形態】
Ｉ．　全体の記載
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本発明の好適実施例にもとづく椅子１０が、図１－２、５１－５５に示されている。好適
実施例においては、椅子１０の荷重支持表面が、慣用のクッションおよび織物構造よりは
むしろ荷重支持織物によって画定される。しかし、椅子１０は、本発明の構造を示すため
に、図１を除いてすべて荷重支持織物が取り除かれて示されている。好適実施例の荷重支
持織物取付け機構は、Ｔｉｍｏｔｈｙ　Ｐ．Ｃｏｆｆｉｅｌｄ等によって２００１年１月
２５日付けで出願された米国特許出願第０９／７６９，９６７号、発明の名称「荷重支持
織物取付け機構およびそれに関連した方法」に詳細に記載され、ここにも引用される。本
発明は荷重支持織物を組み入れた椅子に関連して記載されるが、本発明はその他の構造、
例えば、慣用のクッションおよび織物構造に使用することもできる。
【００１９】
一般に、椅子１０は、座席１２、背部１４、高さ調節自在基台１８の頂点に装着された肘
掛け集合体１６を含む。座席１２および背部１４は、背部１４を傾斜させかつ背部の傾斜
移動と同時に座席１２を前後にずらすリクライニング機構２０上に移動自在に装着される
（図１、１８、５２参照）。図１８において、腰椎支持体３０は、垂直トラック内での腰
椎支持体の移動によって高さ調節自在であり、腰椎カムの回転によって深さ調節自在であ
る。図１および１８に多分最もよく示すように、肘掛け集合体１６は、それが座席１２お
よび背部１４と共に動かないように基台１８の頂点に装着される。肘掛け集合体１６は、
座席１２の両側に配置された１対の調節自在の肘掛け２２および２４を含む。リクライニ
ング機構２０は、基台１８の高さ調節が座席１２、背部１４、肘掛け集合体１６の調節を
することになるように、基台１８の頂点に装着される。図４１、４３を参照すれば、椅子
１０は、椅子１０の高さ押しボタン制御、背部リクライニング機構の張力回転制御、弾性
背部リクライニング機構限度の多位置レバー制御を許す制御機構２６を含む。椅子１０は
、背部１４の全形状を変えるために、図２において想像線で示す上方背部９０′のような
別のモジュール背部と置き換えられうるモジュール上方背部９０をさらに含む。
ＩＩ．　座席構造
上述したように、座席１２、背部１４、肘掛け集合体１６は高さ調節自在基台１８の頂点
に装着される。図１に示すように、基台１８は、キャスタ３４で終了する５本の脚３２と
、脚３２から上方に延びる支柱３６とを好ましくは含む。支柱３６は、入れ子式上方管３
８および下方管４０を有する慣用の高さ調節自在支柱である。図示されてはいないが、ス
プリングまたはその他のバイアス装置が上方管３８を伸長位置に偏倚するように上方管３
８の下で下方管４０内に配置される。支柱３６は、支柱３６の高さ、したがって座席１２
の高さを制御するための慣用の高さ作動子（図示せず）を含む。高さ作動子（図示せず）
は、支柱３６内に収容され、上方管３８から突き出たトグル・スイッチ３７を含む。トグ
ル・スイッチ３７の作動が、高さ作動子の鎖錠機構を解除し、それにより慣用の仕方で支
柱３６の高さの調節を許す。高さ作動子は、後に詳細に述べるように、高さ制御機構１６
０によって作動される。記載された基台１８は、単なる例示であり、必要に応じて広範囲
な従来の基台と置き換えられてもよい。
【００２０】
座席１２、背部１４、肘掛け集合体１６は、リクライニング機構２０上で基台１８に装着
される。リクライニング機構２０は、背部１４が動くに従って座席が前後に滑るように、
座席１２および背部１４を傾斜しながら背部１４が傾斜することを許す。リクライニング
機構２０の総体的動作は、ここに組み入れられた米国特許第４，８４２，３３３号（Ｍｉ
ｌｌｅｒ）に記載された機構の動作と類似する。リクライニング機構２０は、慣用の仕方
で支柱３６の頂点に装着されたケーシング４２を含む。ケーシング４２は、後にさらに詳
細に述べるように、一部Ｊバー５０によって椅子１０の座席１２および背部１４を受けか
つ支持する。図３－６に示すように、ケーシング４２は、横両側に配置された１対のロー
ラベアリング・トラック６２を含む水平伸長板である。トラック６２は、両方向に開き、
Ｊバー５０に装着されたローラベアリングを受ける。各トラック６２は、浅いＶ字形溝を
協同して画定する前方傾斜後方部分６６と、後方傾斜前方部分６８とを含む。後方部分６
６は、Ｊバー５０の後方ローラベアリング６０を受けかつ案内する。前方部分６８は、Ｊ
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バー５０の前方ローラベアリング５８を受けかつ案内する。Ｊバー５０の形状および動作
は、後に詳細に述べられる。ケーシング４２は、座席１２の前部を支持する１対の前方ロ
ーラベアリング７０をさらに含む。前方ローラベアリング７０は、ケーシング４２の前方
縁において横両側に装着され、また、好ましくはピン７４に装着される。ピン７４は、穴
７５（図６参照）内で好ましくは押嵌めによって装着される。ケーシング４２は、支柱３
６の上方管３８に嵌合する中央配置装着部４８を含む。ケーシング４２は、セットスクリ
ュ、スナップリング、またはその他の慣用の保持具（図示せず）によって上方管３８に固
定されてもよい。ケーシング４２は、種々の制御機構用複数装着要素を含む。さらに詳し
く言えば、ケーシング４２は、装着部４８（図４参照）に隣接した高さ制御Ｕリング２７
２、ケーシング４２の一部を横切る左／右方向に延びる傾斜限度トラック３１０（図４参
照）、ケーシング４２の後方に配置されたスプリング板装着部３１２（図３参照）を含む
。高さ制御Ｕリング２７２は、ウイング２６４を保持する１対の間隔をあけた垂直部材３
１８および３２０を含む。傾斜限度トラック３１０は、１対の間隔をあけた壁３２２およ
び３２４を含む。そのうちの少なくとも一方は、ストッパ１５０の対応する保持リブ３１
６を捕らえる縦に延びる切欠き３１４を好ましくは含む。これらの装着要素の機能は、後
にさらに詳細に述べられる。ケーシング４２は、その一部を包囲する頂部シュラウド４４
および底部シュラウド４６を含んでいてもよい。ケーシング４２は、アルミニウムまたは
その他の慣用の材料から好ましくは鋳造されるが、必用に応じて機械加工またはその他の
方法で製造されてもよい。
【００２１】
Ｊバー５０は、背部１４および座席１２の後部をケーシング４２に装着する。図７および
８に示すように、Ｊバー５０は、Ｕ字形背部支持体５６から延びる１対のＬ字形リクライ
ニング脚５２および５４を含む。前方ローラベアリング５８および後方ローラベアリング
６０は、対応する前方ピン８０および後方ピン８２によって各脚５２、５４の内部に装着
される。組み立てられたとき、ローラベアリング５８および６０は、ケーシング４２のロ
ーラベアリング・トラック６２内に受けられる。さらに詳しく言えば、前方ローラベアリ
ング５８は、前方部分６８内に受けられ、また、後方ローラベアリング６０は後方部分６
６内に受けられる。各脚５２、５４は、対応する後方ピン８２と整合する座席装着溝７８
を画定する。好適実施例においては、背部支持体５６は、ネジ８１または慣用の締結具に
よって背部支持体５６に腰椎支持体３０を固定する複数の腰椎装着穴８３のみならず、ネ
ジ８５または慣用の締結具によって背部支持体５６に背部１４を固定する複数の腰椎装着
穴８４を画定する。Ｊバー５０は、アルミニウムまたはその他の慣用の材料から好ましく
は鋳造されるが、必用に応じて機械加工またはその他の方法で製造されてもよい。ピン８
０および８２は鋼から好ましくは製造され、Ｊバー５０の対応する穴に好ましくは押嵌め
される。
【００２２】
図７に多分最もよく示すように、背部１４は、背部フレーム８６、背部キャリア８８、腰
椎支持体３０を含む。図９において、背部フレーム８６は、背部キャリア８８用構造支持
体を受けかつ与える周囲枠である。背部フレーム８６は、周囲枠の周り全体に延びる溝７
２を画定する。背部フレーム８６は、後にさらに詳しく述べるように、背部キャリア８８
を背部フレーム８６に固定するさいに用いるために、溝７２の基礎の周りに間隔をあけて
複数の溝７６を画定する（図１１参照）。背部フレーム８６は、背部フレーム８６をＪバ
ー５０にネジによって固定するさいに用いるために複数のネジボス６４を画定する。背部
フレーム８６は、背部キャリア８８および関連する荷重を支持するように十分な構造特性
を有する材料から好ましくは射出成形される。例えば、背部フレーム８６は、３０％ガラ
ス充填ポリプロピレンまたはナイロンから製造されてもよい。
【００２３】
上述したように、背部キャリア８８は、溝７２内で背部フレーム８６に固定され、また、
背部１４の上方部分の形状を調節するモジュール上方背部９０を含む。背部キャリア８８
は、図１２、１３に示されている。そこでは、荷重支持織物は本発明の主題の明確な理解
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を与えるために取り除かれている。背部キャリア８８の特定の考え方は、ここで引用され
る米国特許第０９／７６９，９６７号に詳細に記載されている。背部キャリア８８は、背
部キャリア８８を、好ましくは背部キャリア成形工程の一体部分として、横切って延ばさ
れかつそこに固定された荷重支持織物８７（図１参照）を含む。想像線ＦＬは、織物８７
が背部キャリア８８に入る適当な位置を示す。背部キャリア８８は、溝７２に嵌合され、
溝７６にスナップ嵌合されるスナップ８９と好ましくは相互固定される。スナップ８９は
、スナップ８９および溝７６を相互に鎖錠する鈎付き端を有する。しかし、背部キャリア
８８は、例えば、ネジ（図示せず）によって別の仕方で背部フレーム８６に固定されるこ
ともできる。本発明は荷重支持織物８７を支持する背部フレーム８６と関連して記載され
てきたが、背部フレーム８６は慣用のクッション付き背部またはその他の類似構造に置き
換わってもよい。背部キャリア８８は、ガラス充填ポリプロピレンまたはその他の類似の
材料から好ましくは射出成形される。
【００２４】
上述したように、背部キャリア８８は多数のモジュール上方背部９０、９０′のうち任意
のものを受けることができる。所望のモジュール上方背部の取付けを容易にするために、
背部キャリア８８はその正面から窪まされた装着プラットフォーム１１０を含み、また、
上方背部９０を背部キャリア８８にネジ込むための複数のネジボス９４を含む。図示する
ために、１対のモジュール上方背部９０、９０′が図１４－１７に示されている。モジュ
ール上方背部９０（図１４、１５）は、作業椅子に使用するために最初から意図され、ま
た、モジュール上方背部９０′（図１６、１７）は役職者椅子に使用するために意図され
ている。各モジュール上方背部９０、９０′は、実質的に均等な背部１４を与えるために
、背部キャリア８８の正面と一致するように好ましくは形成された正面１１３、１１３′
を含む。２つのモジュール上方背部９０、９０′は、同一の装着プラットフォーム９２、
９２′を含む。モジュール上方背部９０の装着プラットフォーム９２のみが、詳細に記載
されている。モジュール上方背部９０′の装着プラットフォーム９２′およびその他のモ
ジュール上方背部は装着プラットフォーム９２と本質的には同一である。装着プラットフ
ォーム９２は背部キャリア８８の装着プラットフォーム１１０に嵌合するように形成され
、また、背部キャリア８８のネジボスに整合する複数のネジボス１１２を含む。モジュー
ル上方背部９０は、装着プラットフォーム９２の両端から延びかつ背部キャリア８８の後
で捕らえられた１対のタブ１１４を含む。タブ１１４は、モジュール上方背部９０の両端
が後方荷重の下で背部キャリア８８から分離することを防止する。所望のモジュール上方
背部は、背部フレーム８６の後でタブ１１４に単に嵌合し、背部キャリア８８のネジボス
９４をかいしてモジュール上方背部９０のネジボス１１２にネジを装着することによって
背部キャリア８８に装着される。必用に応じて、モジュール上方背部は、その他の取付け
形体によって背部キャリア８８に固定されることもできる。例えば、モジュール上方背部
９０および背部キャリア装着プラットフォーム１１０は、ネジを補強または交換しうるス
ナップ一体嵌合具（図示せず）を設けられている。図示されてはいないが、モジュール上
方背部は、必用に応じて、パッドを付けられかつスプリングを詰められてもよい。
【００２５】
背部１４は、腰椎領域において背部１４の輪郭の調節を許す腰椎支持体３０を含む。図７
、１８－２３において、腰椎支持体３０は、背部フレーム８６の後方に装着された腰椎パ
ッド１２０および腰椎カム１２２を含む。腰椎パッド１２０および腰椎カム１２２は、腰
椎支持体３０の垂直位置の調節を許すために垂直移動できるように装着される。腰椎パッ
ド１２０は、プラスチック・インサート３００およびインサート３００上に成形されるウ
レタン被覆モールド３０２を含む。インサート３００が分離して図示されてはいないが、
インサート３００の概要が図１９に破線で示されている。インサート３００は、腰椎パッ
ド１２０に所望のレベルの剛性および構造完全性を与える。インサート３００は、腰椎パ
ッド１２０の全長に延び、また、１対のＵリング１３２間に配置された複数のディスク３
０４を含む。各ディスク３０４の中央部分３０５は、腰椎カム１２２の対応する突出部１
４２、１４４、１４６と係合するように被覆モールド３０２をかいして露出される。Ｕリ
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ング１３２は、腰椎カム１２２の両端を受けるようにインサート３００の両端に配置され
る。インサート３００は、各Ｕリング１３２から内方にある１対のフランジ１３４を含む
。フランジ１３４は、腰椎カム１２２を４つの個々の位置に偏倚させるように腰椎カム１
２２にある対応するリブと協同する。ウレタン被覆モールド３０２は、腰椎パッド１２０
に所望のクッションを与える実質的に弾性である。腰椎カム１２２は、可撓性腰椎パッド
１２０（したがって、背部１４の腰椎領域）に異なる形状を与えるようにそれが回転され
るために、腰椎パッド１２０に回転自在に装着される。図２２、２３において、腰椎カム
１２２は、シャフト１４０の両端に配置された１対のノブ１３８を含む。シャフト１４０
は、その周りで半径（または高さ）を変える３つの離間された突出部１４２、１４４、１
４６を含む。突出部１４２、１４４、１４６は、背部１４の腰椎領域に腰椎カム１２２の
回転位置にもとづく４つの異なる輪郭を与えるように形成される。突出部１４２、１４４
、１４６の好適断面形状は、図２２ｂ、２２ｃ、２２ｄに示されている。第１位置におい
ては、すべての３つの突出部１４２、１４４、１４６はほぼ平らであり、ほぼ平らな腰椎
領域を与える。第２位置においては、すべての３つの突出部１４２、１４４、１４６は相
当な高さを有し、腰椎領域に実質的な支持を与える。第３位置においては、３つの突出部
１４２、１４４、１４６は第２位置よりも大きい高さを有し、腰椎領域を横切ってより大
きい支持を与える。最後に、第４位置においては、外側の突出部１４２および１４６は第
３位置において与えられた高さと同じ高さを有し、中央の突出部１４４は第２位置と同じ
高さを与えられ、腰椎領域の中央に相当な支持を与えかつ腰椎領域の外側部分により大き
な支持を与える。突出部の数および形状は、腰椎に所望の調節を与えるように用途ごとに
変わりうることに注意されたい。腰椎カム１２２は、アセタールのような実質的に剛性の
ポリマ材料から好ましくは射出成形される。材料は慣用の荷重の下で限られた程度の柔軟
性を腰椎カム１２２に与えるように選択される。ノブ１３８は、所望の感触を与えるため
にクラトン（ｋｒａｔｏｎ）のような軟質ゴムまたはポリマ材料で好ましくは覆われる。
腰椎支持体３０は、慣用のインモールド技術を用いて塗装されてもよい。例えば、腰椎パ
ッド１２０および／または腰椎カム１２２は、塗料が要素に定位置で直接に形成されるよ
うに、射出成形前にモールド部品の内面にインモールド塗料を塗布することによって塗装
されうる。
【００２６】
図７、１８において、腰椎パッド１２０および腰椎カム１２２は、ブラケット１２４およ
び１２６によって背部フレーム８６に固定される。ブラケット１２４および１２６は、ネ
ジ８１またはその他の慣用の締結具によって背部フレームに好ましくは固定される。各ブ
ラケットは、腰椎パッド１２０および腰椎カム１２２を受ける垂直延長溝１２８を画定す
る。腰椎パッド１２０および腰椎カム１２２は、溝１２８内で滑動自在に捕らえられる。
各ブラケット１２４および１２６は、溝１２８にそって延びるリブ付き垂直調節自在フラ
ンジ１３０を含む。それらの干渉の結果、フランジ１３０にそって配置されたリブ１３６
は、７つの所定垂直位置のうち１つにおいて腰椎パッド１２０および腰椎カム１２２を偏
倚する働きをする。記述されたブラケットは単なる例示であって、所望の調節機能を腰椎
に与えるために用途ごとに変えられてもよい。例えば、ブラケットの配置、溝のサイズお
よび数、垂直調節自在フランジのサイズおよび形状は、腰椎支持体の調節自在輪郭を変え
るように変更してもよい。
【００２７】
上述したように、座席１２の背部はＪバー５０に動作接続され、座席の前面はケーシング
４２に動作接続される。それにより、座席１２は、背部１４が傾斜し、直立位置へ戻ると
きにそれぞれ前後に滑る。図３において、座席１２は、座席フレーム９８およびそれに装
着された座席キャリア１００を含む。図２４、２５に示すように、座席キャリア１００を
受ける溝９７を画定する周囲部分９６を含めて、凹んでいる。座席フレーム９８は、それ
の横両側に向かって配置された１対の下方延長装着ポスト１０２を含む。装着ポスト１０
２は、座席装着溝７８内に嵌合され、装着キャップ９５（図３、５２）によって後方ピン
８２に回動自在に取り付けられる。フレーム８６の前部は、ラックおよびローラ集合体に
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よってケーシング４２に移動自在に装着される。さらに詳しく言えば、座席１２は座席フ
レーム９８の横両側に配置されたローラトラック１０４を含む。ローラトラック１０４は
、ケーシング４２の前方ローラベアリング７０を捕らえ、それと動作相互嵌合する。その
結果、座席フレーム９８（したがって、座席１２）はケーシング４２に関して前後移動可
能になる。ローラトラック１０４は、好ましくは予備製造され、座席フレーム９８に一体
形成されたリブ１０７および鎖錠タブ９９の相互作用によって座席フレーム９８に固定さ
れる。タブ９９は、ローラトラック１０４の対応する溝１０９に好ましくはスナップ嵌合
される。代案として、ローラトラック１０４は、ネジ、ボルト、またはその他の慣用の締
結具によって固定されてもよい。座席フレーム９８は、背部１４の後方傾斜を調節自在に
制限するように傾斜限度制御機構２８と相互作用をする通路１０６を含む。通路１０６は
、座席フレーム９８の下面から下方に延びる複数のずれ段１０８ａ－ｅを含む。動作にお
いて、この機構は、使用者が複数の異なる設定のうちの１つに背部１４の最大後方傾斜を
設定することを許す。図示する実施例においては、傾斜限度制御機構２８は、各ずれた段
１０８ａ－ｅによって画定された１つで５度の調節を与える。傾斜限度制御機構２８の動
作は、後に詳細に記載される。通路１０６は、座席フレーム９８に直接に好ましくは形成
されるが、必用に応じて、別個に製造され、座席フレーム９８に固定されてもよい。座席
フレーム９８は、張力連結機構のクランクシャフト１６４を装着するクランクシャフト装
着部１６２を含む。クランクシャフト１６２は、クランクシャフト１６４の両端および中
央部分を受ける３つの別個の部分１６２ａ、１６２ｂ、１６２ｃを含む。クランクシャフ
ト１６４は、中央部分１６２ｂにスナップ嵌合される。クランクシャフト１６４の両端は
端部分１６２ａおよび１６２ｃに回転自在に受けられる。座席フレーム９８は、張力連結
機構のＺバー３５２を装着するＺバー装着部３８０をさらに含む。Ｚバー装着部３８０は
、３つの別個の部分３８０ａ、３８０ｂ、３８０ｃを含む。部分３８０ａおよび３８０ｃ
は、Ｚバー３５２の端部分を回転自在に受ける。Ｚバー３５２は、中央部分３８０ｂにス
ナップ嵌合される。クランクシャフト１６４、Ｚバー３５２、張力制御連結機構の動作は
、後に詳細に記載される。座席フレーム９８は、座席キャリア１００およびそれに関連し
た荷重を支持するように十分な構造特性を有する材料から好ましくは射出成形される。例
えば、座席フレーム９８は、３０％ガラス充填ポリプロピレンまたはナイロンから製造さ
れてもよい。
【００２８】
座席キャリア１００は、溝９７内で座席フレーム９８に固定される。座席キャリア１００
は図２６、２７に示されている。座席キャリア１００の特定な考え方は、ここで引用され
た米国特許出願第０９／７６９，９６７号に詳細に記載されている。背部キャリア８８と
同様に、座席キャリア１００は、座席キャリア成形工程の一体部品として座席キャリア１
００を横切って張られかつそこに固定された荷重支持織物１０１（図１）を含む。座席キ
ャリア１００は、溝９７内に嵌合され、溝９７の基礎の対応する溝１０５にスナップ嵌合
されるスナップ１０３によって座席フレーム９８内に好ましくは相互固定される。スナッ
プ１０３は、座席キャリア１００と座席フレーム９８とを相互鎖錠するように鈎付き端を
好ましくは有する。座席キャリア１００は、ガラス充填ポリプロピレンまたはその他の類
似の材料から好ましくは射出成形される。
【００２９】
座席１２は、１対の傾斜張力スプリング２４６によって最後方位置に（ケーシング４２に
関して）偏倚される。図４５は、ケーシング４２、クランクシャフト１６４、張力スプリ
ング２４６を示す。座席フレーム９８およびその他の要素が取り除かれて、これらの要素
の明快な図を与える。図４５はクランクシャフト１６４が空間に「浮いた」状態に示され
ているが、クランクシャフト１６４は上述しかつ図２５に示すように、座席フレーム９８
に実際にはスナップ嵌合されていることに注意されたい。傾斜張力スプリング２４６は、
座席フレーム８６上のクランクシャフト１６４とケーシング４２上のスプリング板装着部
３１２との間に延びる。後にさらに詳細に述べるように、傾斜張力スプリング２４６にか
かる予備張力の量は、張力制御ノブ２５０およびそれに関連した連結機構の操作を通じて
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クランクシャフト１６４を回動させることによって、選択的に変えられる。
【００３０】
肘掛け集合体１６は、ケーシング４２に装着され、横断引伸ばし具１７０（図２８参照）
の両端に固定された左肘掛け２２および右肘掛け２４を含む。肘掛け２２および２４は、
横断引伸ばし具１７０に装着された垂直部材１７２と、垂直部材１７２に装着されたアー
ムパッド１７４とをそれぞれ含む。各アームパッド１７４は、締結具またはその他の慣用
の取付け具を用いてアームパッド１７４の下面に固定された装着板１７５を含む。図２９
において、横断引伸ばし具１７０は、装着面１７６においてケーシング４２に直接装着さ
れた水平延長部材である。横断引伸ばし具１７０の両端１７１および１７３は、１対の垂
直装着部１７８を画定するように上方に回される。垂直装着部１７８は、断面がいくぶん
ダイヤモンド形状になっている。垂直部材１７２は、例えば、ネジ１８０によって垂直装
着部１７８に装着され、また、垂直装着部１７８の形状に一致するように断面がいくぶん
ダイヤモンド形状になっている。垂直装着部１７８は、肘掛け調節機構１８４を収容する
空間を与えるように本質的に中空になっている。
【００３１】
肘掛け調節機構１８４は、図３０－４０を参照して記載される。左肘掛け２２および右肘
掛け２４はほぼ同一であるので、左肘掛け２２のみが詳細に記載される。図３０において
、肘掛け調節機構１８４は、案内支持１８６と高さ調節支持１８８との間に移動自在に装
着される。頂板１７７は、例えば、溶接によって管１９０の上端に装着される。頂板１７
７は、ネジ１７９（図２８参照）によって装着板１７５に固定される。カバー１９１は、
組み立てられた肘掛けの垂直部材１７２の上端を閉じるように管１９０に滑動自在に嵌合
される。案内支持１８６は、垂直部材１７２の背部に嵌合され、また、垂直部材１７２の
正面に向いて開いた半円形の凹部２３２を画定する。案内支持１８６は、下方プラグ２２
２の回転を防止する１対の整合溝２３３をさらに画定する。案内支持１８６は、カバー１
９１を装着するための上方伸長カバー装着タブ１８７と、案内支持１８６を垂直部材１７
２に装着するためのネジ溝２８６とを含む。高さ調節支持１８８は垂直部材１７２の正面
に嵌合され、垂直部材１７２の背部に向いて開いた半円形凹部２３４を画定する。凹部２
３２および２３４は、管１９０の外径よりもわずかに大きい内径を有する垂直部材１７２
を通る円形開口を協同して画定する。したがって、管１９０は、支持１８６および１８８
間で垂直部材１７２内に垂直に移動することを許される。高さ調節支持１８８は、複数の
ラチェット形状切欠き２３８を画定する。各切欠き２３８の上面２３７は、プランジャ２
２８とのラチェット相互作用を与えるために好ましくは傾斜されている。最上端切欠きの
上面はリセット面２３８を画定する。リセット面２３８は、その他の切欠き２３８の上面
２３７よりも管１９０にさらに向かって延びている。その結果、リセット面２３８は、ア
ームパッド１７４が完全に上昇されたとき、リセット位置にプランジャ２２８を引き込め
る。最下端切欠き２３８の底面は、アームパッド１７４が完全に下降されたとき、リセッ
ト位置からプランジャ２２８を動かす解除面を画定する。リセット機構の動作は後に詳細
に記載される。高さ調節支持１８８は、カバー１９１を装着するための上方伸長カバー装
着タブ１８９と、高さ調節支持１８８を垂直部材１７２に装着するためのネジ溝２８８と
を含む。
【００３２】
上方プランジャ１９２は、アームチューブ１９０の底に嵌合される。上方プラグ１９２は
、プラグ１９２をアームチューブ１９０に固定する１対の装着アーム１９４（図３１、３
５参照）を含む。さらに詳しく言えば、上方プラグ１９２は、アームチューブ１９０に画
定された穴２００および装着アーム１９４に画定された穴２０２を貫通するピン１９８に
よってアームチューブ１９０に固定される。上方プラグ１９２は、後に記載されるように
、ピボット軸受２０４を上方プラグ１９２の下面に回転自在に取り付ける中央穴１９６と
、ピン２１６との相互作用を通じてピボット軸受２０４の回転移動を案内する弓形溝２２
４とを画定する。溝２２４は、約９０度の円弧にわたって好ましくは延び、それによって
約９０度の回転移動を左肘掛けに与える。溝２２４の長さおよび位置は、左肘掛けの移動
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範囲を変えるように変更されうる。図３５に示すように、溝２２４は、そこに延びる１対
の小さい突出部２２５を含む。ピボット軸受２０４は、ほぼ円板形状であり、上方プラグ
１９２の中央穴１９６に嵌合される中央配置シャフト２０６を含む（図３１、３２参照）
。シャフト２０６は、穴２０５に嵌合され、保持クリップ２１８によって保持される。シ
ャフト２０６は、上方プラグ１９２およびピボット軸受２０４を相互固定する保持クリッ
プ２１０を受ける溝２０８を画定する。ピボット軸受２０４は、下方に開口するスプリン
グ穴２１２およびピン穴２１４を画定する。限度ピン２１６は、ピン穴２１４に嵌合され
る。限度ピン２１６は、左肘掛けが突出部２２５を通過して３つの所望位置の１つにまで
回転されたとき、左肘掛けの回転移動を案内しかつ感触応答を与えるように、上方プラグ
１９２の溝２２４まで上方に延びる。限度ピン２１６は、穴２１４の定位置に好ましくは
押嵌めされる。リセット・スプリング２２０は、スプリング穴２１２に嵌合される。リセ
ット・スプリング２２０の機能は、後に記載される。ピボット軸受２０４は、さらに１対
のネジ穴２２６を画定する。下方プラグ２２２は、好ましくはその穴２４４を通りピボッ
ト軸受２０４のネジ穴２２６まで延びるネジ２２９によってピボット軸受２０４の下面に
固定される。下方プラグ２２２は、アームチューブ１９０の外径にほぼ等しい外径を有す
る形状の円板である。下方プラグ２２２は、その直径の一部にそって延びるプランジャ溝
２２３と、プランジャ溝２２４から下方に延びる鎖錠凹部２２７とを画定する。下方プラ
グ２２２は、その回転を防止するように案内支持１８６の溝２３３に滑動自在に嵌合され
る１対の垂直伸長リブ２８２を含む。プランジャ２２８およびスプリング２３０は、プラ
ンジャ溝２２３に嵌合される。プランジャ２２８は、高さ調節支持１８８の曲率に対応し
て丸くされた傾斜前面２４０と、鎖錠凹部２２７に選択的に嵌合する下方伸長歯止め２４
２（図４０参照）とを含む。スプリング２３０は、高さ調節支持１８８の切欠き２３８に
向かってプランジャ２２８を偏倚する。
【００３３】
肘掛け調節機構１８４の動作が、図３２－３４に関連して記載される。図３２および３４
は、底位置にある肘掛け２２を示す。肘掛け２２は、アームパッド１７４上で単に上方に
引き上げることによって上昇される。プランジャ２２８の傾斜面２４０と切欠き２３８の
傾斜面２３７との相互作用によって、肘掛け２２が上昇されるのに従って、プランジャ２
２８がラチェット方式で下方プラグ２２２内に後退する。その相互作用がプランジャ２２
８を十分な距離だけ後退させてプランジャ２２８が切欠き２３８を越えるが、歯止めが鎖
錠凹部２２６と一致するには不十分な距離である。スプリング２３０は、各新しい切欠き
２３８が到達されたとき、プランジャ２２８を伸長位置まで戻す。プランジャ２２８およ
び切欠き２３８の下面がほぼ平行であるので、プランジャ２２８がリセット位置に鎖錠さ
れない限り、肘掛けの下方移動が阻止される。肘掛け２２がその頂部位置に達したとき（
図３３参照）、さらなる上方移動がプランジャ２２８をリセット位置に鎖錠する。さらに
詳しく言えば、最上端切欠き２３８の頂点における傾斜面２３９によって、プランジャ２
２８が他の切欠き２３８よりも遠くに後退する。プランジャ２２８は、歯止め２４２が鎖
錠凹部２２７と一致するまで、後退する。一旦一致してしまうと、プランジャ２２８と面
２３９との間のさらなる相互作用によって、プランジャ２２８を下降させ、歯止め２４２
を鎖錠凹部２２７に入らせる。リセット・スプリング２２０は、歯止め２４２を鎖錠凹部
２２７に押し付けかつ保持する一定下方力をプランジャ２２８に与える。これは、プラン
ジャ２２８が切欠き２３８から離れる後退位置にプランジャ２２８を鎖錠し、それにより
肘掛け２２が下降される。一旦肘掛け２２が完全に下降されてしまうと（図３４参照）、
プランジャ２２８は最下端切欠き２３８の基礎においてリセット面２４１に係合する。こ
れは、下方プラグ２２２に関してプランジャ２２８を上方に押す。一旦プランジャ２２８
が歯止め２４２を鎖錠凹部２２７から離れさせるのに十分な距離だけ引き上げられると、
プランジャ・スプリング２３０がプランジャ２２８を伸長位置まで戻す。肘掛け２２は、
上述したように、所望の位置まで引き上げられる。
【００３４】
肘掛け調節機構１８４は、肘掛けの手動回転移動を許す。左肘掛けが回転されると管１９
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０および取り付けられた上方プラグ１９２がピボット軸受２０４のシャフト２０５の周り
に回転し、他方、ピボット軸受２０４および下方プラグ２２が垂直部材１７２に関して静
止したままになる。限度ピン２１６および溝２２４は、左肘掛けの移動範囲を制限するよ
うに協同する。上述したように、溝２２４は約９０度の円弧にわたって延びている。この
円弧は中心に置かれるので、左肘掛けは、中心から約４５度の距離で左右に回転される。
左肘掛けがその最左限度または最右限度において中央に置かれるとき、限度ピン２１６お
よび溝２２４は感触応答を与えるように協同する。さらに詳しく言えば、突出部２２５は
抵抗するように溝２２４を通る限度ピン２１６の移動と干渉するが、中央位置、最左位置
、最右位置間の左肘掛けの回転移動を防止しない。
ＩＩＩ．座席制御
上述したように、制御機構２６は、椅子１０の様々な要素の調節を許す。制御機構２６は
、背部１４の傾斜移動に対する抵抗量を制御する張力制御機構１１８と、背部１４の傾斜
移動のさいに後方限度を制御する傾斜限度制御機構２８と、支柱３６（その結果、座席１
２）の高さを制御する高さ制御機構１６０とを含む。制御機構２６は、座席フレーム９８
に装着される制御ハウジング１５６を含む。制御ハウジング１５６は、一体の喉部１５７
を含む。制御ハウジング１５６は、座席フレーム９８の定位置にスナップ嵌合するように
好ましくは形成されるが、それは締結具またはその他の慣用の機構を用いて固定されうる
。
【００３５】
張力制御機構１１８は、背部１４が傾斜する張力を制御するように回転される張力ノブ２
５０を含む。上述したように、背部の張力は、座席フレーム９８とケーシング４２との間
で延びる１対の傾斜張力スプリング２４６によってつくられる。図４５に最もよく示すよ
うに、張力スプリング２４６は、スプリング装着板３１２（ケーシング４２に固定されて
いる）とクランクシャフト１６４（座席フレーム９８）との間で延びる。傾斜張力スプリ
ング２４６は、ケーシング４２に関して座席フレーム９８の前方移動に抵抗しかつ座席フ
レーム９８を最後方位置に偏倚させるように配置される。値張力ノブ２５０は、リンク機
構によって傾斜張力スプリング２４６に動作連結される。リンク機構は、ハウジング１５
６内で回転自在に装着されたカム２８０を含む。カム２８０は、ハウジング１５６の喉部
１５７を貫通し、かつ、ノブ２５０の回転がカム２８０の回転を生じるように値張力ノブ
２５０に固定された一体シャフト３５０を含む。カム２８０の回転移動がレバー２５４（
図４６参照）の回動を生じるように、カム２８０に隣接してハウジング１５６に回動自在
に装着されたレバー２５４をさらに含む。図４３、４４に最もよく示すように、Ｚバー３
５２は、レバー２５４に動作関連して第１端をもつ座席フレーム９８の下面に回動自在に
装着される。その結果、レバー２５４の移動がＺバー３５２の回動を生じる。Ｚバー３５
２の第２端はＺバー３５２の回動を生じる。ワイヤ３５６は、Ｚバー３５２の回動がクラ
ンクシャフト１６４の回動を生じるようにＺバー３５２およびクランクシャフト１６４の
動作相互連結部間に延びる。クランクシャフト１６４の回動が張力スプリング２４６の長
さを変え、それによりスプリング２４６の予備張力量、したがって背部傾斜の張力量を変
える。張力制御機構１１８の独特の構造は、値張力ノブ２５０の約１８０度の回転にわた
って完全に調節自在である。
【００３６】
傾斜限度制御機構２８は、背部１４の前方傾斜限度を制御する。傾斜限度制御機構２８は
、好ましくはハウジング１５６の喉部１５７の周りで占有者に容易に接近できる位置に置
かれた傾斜限度制御レバー１４８を含む。レバー１４８は、一体ロータ１４９を好ましく
は含む。制御ケーブル１５２は、ロータ１４９に装着され、ストッパ１５０が制御ケーブ
ル１５２に装着される。図４８に示すように、ケーブル鞘１５４の第１端は首部３６６の
制御ハウジング１５６に装着され、また、ケーブル鞘１５４の第２端は保持具３６８によ
ってケーシング４２に装着される。図示されてはいないが、保持具３６８はケーシング４
２の定位置にスナップ嵌合され、それによって座席フレーム９８が移動するときに通路１
０６が移動する。必用に応じて、戻止めスプリング３７０は、レバー１４８が５つの位置
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の１つに適正に定置されたときスナップのような感触フィードバックを与えるようにロー
タ１４９との係合のさいにハウジング１５６に嵌合される。スプリング１５８は、ストッ
パ１５０を偏倚するようにケーブル１５２の第２端に好ましくは嵌合される。ストッパ１
５０は、ストッパ・トラック３１０に滑動自在に嵌合され、また、壁３２２または３２４
の切欠き３１４に嵌合される保持リブ３１６を含む。動作において、レバー１４８の回動
は、通路１０６に関してストッパ１５０の線形移動を生じる。さらに詳しく言えば、レバ
ー１４８の移動がロータ１４９をハウジング１５６内で回転させ、ケーブル１５２を伸長
または短縮させる。これは、続いてストッパ１５０をトラック３１０にそって線形に移動
させて通路１０６の異なる段部１０８ａ－ｅに整合する。図４９の線Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ
は、ストッパ１５０の５つの異なる位置を示す。背部１４が傾斜されるに従って、通路１
０６がストッパ１５０に係合するまで、ケーシング４２に関して移動する。通路１０６と
ストッパ１５０とが一旦係合すると、座席フレーム９８のさらなる移動、したがって後方
傾斜が防止される。好適実施例においては、通路１０６とストッパ１５０とは、第１位置
が座席移動を与えないように（図４９の線Ａ）、第２位置が２５．４ｍｍ（１インチ）の
座席移動を与えるように（図４９の線Ｂ）、第３位置が５０．８ｍｍ（２インチ）の座席
移動を与えるように（図４９の線Ｃ）、第４位置が７６．２ｍｍ（３インチ）の座席移動
を与えるように（図４９の線Ｄ）、第５位置が１０１．６ｍｍ（４インチ）の座席移動を
与えるように（図４９の線Ｅ）、形成される。通路１０６の形体、例えば、段部１０８ａ
－ｅの数および配置が、調節機能の所望の範囲を与えるように用途ごとに変わってもよい
。
【００３７】
高さ制御機構１６０は、値張力ノブ２５０に装着された押しボタン２５６を含む。押しボ
タン２５６は、張力ノブ２５０およびカム２８０の中心を通って制御ハウジング１５６ま
で延びる一体シャフト２５８を含む。一体シャフト２５８は、ロータ２６０と係合され、
さらに詳しく言えば、ロータ２６０の表面２７４に係合される。シャフト２６２は、押し
ボタン２５６を外方位置に偏倚させるようにシャフト２５８の周りに配置される。ロータ
２６０は、押しボタン２５６の作動に応答して回転するように制御ハウジング１５６に回
転自在に装着される。ロータ２６０の回転がケーブル２６６の伸長および短縮を生じるよ
うに制御ケーブル２６６がロータ２６０の周りに固定される。ケーブル２６６の伸長およ
び短縮がウイング２６４の移動を生じるように、嵌合部３８０に移動自在に装着される。
ウイング２６４は、ケーブル鞘２７０に固定された嵌合部３８０に移動自在に装着される
。スプリング２７６は、ウイング２６４を伸長位置に偏倚するようにケーブル鞘２７０と
ウイング２６４との間でケーブル２６６の第２端の周りに配置される。嵌合部３８０は、
ウイング２６４が支柱高さ作動子（図示せず）のトグル・スイッチ３７と動作係合状態に
配置されて、ケーシング４２の高さ制御Ｕリング２７２に装着される。その結果、ウイン
グ２６４の移動がトグル・スイッチ３７、したがって高さ作動子（図示せず）を作動する
。動作において、押しボタン２５６を押し込むことによって、シャフト２５８が表面２７
４に係合しかつ力を与え、それによって軸周りのロータ２６０の時計方向回転移動（図４
７において斜めから見て）を生じる。ロータ２６０の時計方向回転移動が、ロータ２６０
の周りにケーブル２６６を巻き付けて、それを後退させる。この結果、ウイング２６４の
内方線形移動およびトグル・スイッチ３７の作動を生じる。トグル・スイッチ３７の作動
が、支柱高さ作動子（図示せず）の鎖錠機構を解除し、それにより支柱３６の高さの調節
を許す。支柱３６の高さ作動子（図示せず）は従来の仕方で機能し、内部スプリング（図
示せず）をかいして上方管３８（したがって、座席１２および背部１４）を上昇させ、占
有者によって加えられる下方力をかいして上方管３８（したがって、座席１２および背部
１４）を下降させる。座席１２が所望の位置にあるとき、使用者は押しボタン２５６を解
除する。押しボタン２５６およびウイング・スプリング２７６は、ケーブル２６６を延ば
し、押しボタン２５６を外方位置へ戻す。これは、トグル・スイッチ３７を鎖錠位置に戻
し、それにより支柱高さ作動子（図示せず）の鎖錠機構に係合し、座席１２および背部１
４を選択された高さに固定する。
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【図面の簡単な説明】
【図１】制御機構を取り除いた状態にある本発明にもとづく椅子の斜視図である。
【図２】制御機構および荷重支持織物を取り除いた状態の椅子の斜視図である。
【図３】基台、リクライニング機構、座席部分の分解斜視図である。
【図４】ケーシングの上面図である。
【図５】ケーシングの側面図である。
【図６】図４のＶＩ―ＶＩ線から見たケーシングの断面図である。
【図７】Ｊバー、背部および腰椎支持体の一部の分解斜視図である。
【図８】Ｊバーの上面図である。
【図９】背部フレームの上面図である。
【図１０】図９のＸ－Ｘ線から見た背部フレームの断面図である。
【図１１】背部フレームの一部の拡大図である。
【図１２】背部支持体の斜視図である。
【図１３】背部支持体の正面図である。
【図１４】モジュール上方背部部分の正面図である。
【図１５】モジュール上方背部部分の背面図である。
【図１６】別のモジュール上方背部部分の正面図である。
【図１７】別のモジュール上方背部部分の背面図である。
【図１８】椅子の背面図である。
【図１９】腰椎パッドの背面図である。
【図２０】腰椎パッドの上面図である。
【図２１】腰椎パッドの側面図である。
【図２２】図２２ａは腰椎カムの上面図であり、図２２ｂは図２２ａのＸＸＩＩＢ－ＸＸ
ＩＩＢから見た腰椎カムの断面図であり、図２２ｃは図２２ａのＸＸＩＩＣ－ＸＸＩＩＣ
から見た腰椎カムの断面図であり、図２２ｄは図２２ａのＸＸＩＩＤ－ＸＸＩＩＤから見
た腰椎カムの断面図である。
【図２３】腰椎カムの側面図である。
【図２４】座席フレームの上面図である。
【図２５】座席フレームの底面図である。
【図２６】座席支持体の斜視図である。
【図２７】図２６のＸＸＶＩＩ－ＸＸＶＩＩ線から見た座席支持体の断面図である。
【図２８】肘掛け集合体の部分分解斜視図である。
【図２９】ストレッチャの上面図である。
【図３０】単独の肘掛けの部分分解斜視図である。
【図３１】図２８のＸＸＸＩ領域の拡大図である。
【図３２】肘掛け調節機構の一部の相互接続を示す肘掛けの断面図である。
【図３３】最上位置にある管を有する肘掛け調節機構の一部を示す肘掛けの断面図である
。
【図３４】最下位置にある管を有する肘掛け調節機構の一部を示す肘掛けの断面図である
。
【図３５】上方プラグの底面斜視図である。
【図３６】図３５ａのＸＸＸＶＩ－ＸＸＸＶＩ線から見た上方プラグの断面図である。
【図３７】ピボット軸受の断面図である。
【図３８】下方プラグの上面図である。
【図３９】図３８ａのＸＸＸＩＸ－ＸＸＸＩＸ線から見た下方プラグの断面図である。
【図４０】プランジャの側面図である。
【図４１】制御機構の制御部および制御ハウジングの斜視図である。
【図４２】制御機構の制御部および制御ハウジングの分解斜視図である。
【図４３】張力制御リンク機構を示すために一部を取り除かれた状態の椅子の側面図であ
る。
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【図４４】張力制御リンク機構を示すために一部を取り除かれた状態の椅子の底面図であ
る。
【図４５】クランクシャフトとスプリング・プレートとの間の引張スプリングの相互接続
を示す椅子の一部斜視図である。
【図４６】張力制御機構のカムとレバーとの相互作用を示す制御機構の断面図である。
【図４７】種々の制御機構の内部要素を示す制御機構の断面図である。
【図４８】傾斜限度制御機構の内部要素を示す制御機構の断面図である。
【図４９】通路とストッパとの相互接続を示すために一部が取り除かれた状態にある座席
フレームの一部上面図である。
【図５０】トグル・スイッチに隣接して組み立てられた高さ制御ウイングを示す椅子の一
部断面図である。
【図５１】荷重支持織物および制御機構が取り除かれた状態にある椅子の正面図である。
【図５２】荷重支持織物および制御機構が取り除かれた状態にある椅子の右側面図である
。
【図５３】荷重支持織物および制御機構が取り除かれた状態にある椅子の左側面図である
。
【図５４】荷重支持織物および制御機構が取り除かれた状態にある椅子の上面図である。
【図５５】荷重支持織物および制御機構が取り除かれた状態にある椅子の底面図である。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】
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【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】

(21) JP 3742017 B2 2006.2.1



【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】 【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】
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【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】

【 図 ４ ８ 】 【 図 ４ ９ 】

【 図 ５ ０ 】
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【 図 ５ １ 】 【 図 ５ ２ 】

【 図 ５ ３ 】 【 図 ５ ４ 】
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【 図 ５ ５ 】
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